
地球社会の調和ある共存を目指して

G R A D U A T E  S C H O O L S  o f  K Y O T O  U N I V E R S I T Y

京都大学大学院案内
2016



京
都
大
学
に
お
い
て
新
し
い
出
会
い
と
発
見
を

京都大学総長　　山極　壽一

　京都大学は1897 年の創立以来、高い倫理性に支えられた「自由の学風」のもと自由闊達な対
話を根幹としながら、京都の地において自主自律と創造の精神を涵養し、日本と世界の高等教育
を先導し、先端的・独創的学術研究を推進してまいりました。2015 年現在で 118 年の歴史を積み
重ねてきています。また、京都大学は、日本の学制制度発足以来の大改革とされる国立大学法人
化制度の下、2004 年 4 月から国立大学法人京都大学となり、新たな法人化制度と環境変化の中
で大きな変革を続けています。
　激動の変革期といえる今、自由の学風を継承発展させつつ、多元的な課題の解決に果敢に挑戦
し、地球社会の調和ある共存に向けて京都大学らしく貢献することについて以前にも増して大き
な期待が寄せられています。
　教育基本法第七条第一項に「大学は、学術の中心として、高い教養と専門知識を培うとともに、
深く真理を探究して新たな知見を創造し、その成果を広く社会に提供することによって、社会の
発展に寄与するものとする」と明記されています。この基本法の精神において、第一の使命の教
育は「知の伝承」を通して世界の動きに適切に対応できる能力を育成すること、第二の使命の研
究は、最先端の研究活動を行い「知の創造」、「知的体系の構築」のため深く真理を探究するとい
うことです。また、大学における創造的な研究活動は、その過程に学生のみなさんを参加させ、
多様な能力を育成することが含まれています。このように、大学における教育と研究は車の両輪
をなすものであり、不即不離でなければなりません。第三の使命の社会貢献にはいろいろな形態
がありますが、知の社会発信、産官学連携、政策提言、附属病院の高度医療など多様な展開をも
たらすものです。
　このように多様性を特徴とする大学の使命を果たすべく、時流に流されることなく、「凛」とし
た気概を持ち、学術の府として、その存在を国内外に示し、同時に京都という誇りと文化に満ち
た環境下で、社会の各分野において指導的な立場に立ち、重要な働きを担う教養人、国際人、世
界的研究者を輩出し続けることができるよう、京都大学は日々発展していきます。
　大学院教育において、文部科学省は 21 世紀国際社会における総合課題の解決を担いうるグロー
バル・リーダーを養成すべく、「博士課程教育リーディングプログラム」の公募を2011 年度より
開始し、本学はこれまでにオールラウンド型1 件、複合領域型 3 件（生命健康分野、安全安心分野、
情報分野各 1 件）、オンリーワン型1 件が採択され、広く産官学にわたって活躍できるリーダー養
成教育を開始しました。
　さらに、全学の支援のもと、「生存知の構造化と公共化」を創発することにより、「人類と地球
社会の生存」に関わる社会課題を克服し、活力ある社会の構築を先導するグローバル・リーダー
の養成拠点として大学院総合生存学館（思修館）を2013 年 4 月 1 日に設置しました。また、平
成26年度には、我が国の高等教育の国際競争力を強化することを目的する文部科学省の「スーパー
グローバル大学創成支援」事業に本学の「京都大学ジャパンゲートウェイ構想」が採択されました。
　京都大学大学院への入学を目指すみなさんには、このような大学において、様々な活動に参加
していただくことになります。みなさんにとっても、京都、日本、そして全世界のフィールドを含
む地球規模の諸活動が京都大学のキャンパスの一部となることでしょう。そのため、学生として
の生活基盤をしっかり固め、心身を鍛えながら、新たな研究の未来を開拓していただきたいと
思います。
　京都1200 年の重層文化都市の中に息づく京都大学は、三方を山に囲まれた盆地のう
えに主要な3 キャンパスが所在しています。美しい四季の変化、豊富な地下水の蓄
えは、水の文化とも称せられる古都の文化行事とともに一層の彩りを添えています。
このような地に日本全国、世界各国から人々が集まり、新しい文化を育んでいます。
そして、京都大学は、地域との連携のもとにその文化を世界に発信しています。ま
さに、彩

あや

なす、綾なす、文なす学問の府、京都大学と表現することができるでしょう。
　学部学生約13,600 名、大学院生約 9,300 名、留学生は約1,800 名を数え、約 2,800 
名の個性豊かな教員が、みなさんとの新しい出会いを待っています。
　学問と研究に大いなる希望をもち、京都大学大学院を目指されるみなさんの入学を
お待ちしています。
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京都大学は、創立以来築いてきた自由の学風を継承し、発展させつつ、多元的な課
題の解決に挑戦し、地球社会の調和ある共存に貢献するため、自由と調和を基礎に、
ここに基本理念を定める。
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　  研　究
1.京都大学は、研究の自由と自主を基礎に、高い倫理性を備えた研究活動により、
世界的に卓越した知の創造を行う。

2.京都大学は、総合大学として、基礎研究と応用研究、文科系と理科系の研究の多
様な発展と統合をはかる。

　  教　育
3.京都大学は、多様かつ調和のとれた教育体系のもと、対話を根幹として自学自習
を促し、卓越した知の継承と創造的精神の涵養につとめる。

4.京都大学は、教養が豊かで人間性が高く責任を重んじ、地球社会の調和ある共存
に寄与する、優れた研究者と高度の専門能力をもつ人材を育成する。

　  社会との関係
5.京都大学は、開かれた大学として、日本および地域の社会との連携を強めるとと
もに、自由と調和に基づく知を社会に伝える。

6.京都大学は、世界に開かれた大学として、国際交流を深め、地球社会の調和ある
共存に貢献する。

　  運　営
7.京都大学は、学問の自由な発展に資するため、教育研究組織の自治を尊重すると
ともに、全学的な調和をめざす。

8.京都大学は、環境に配慮し、人権を尊重した運営を行うとともに、社会的な説明
責任に応える。
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入学試験情報

 

　  大学院課程
　京都大学は、創立以来の「自由の学風」のもと、世界最高水準の研究を推進し、
優れた研究者、ならびに高度専門職業人の養成に努めてきました。大学院の各研究
科は、このような学風と学術の伝統を踏まえて、さらに努力を重ね、世界に誇る独創
的な学術研究の推進と、社会の各方面で指導的な役割を果たす人材の養成に取り組
みたいと考えています。そのために、日本国内はもとより世界各地から、優れた資質
を有し学問に対する意欲にあふれた人を広く受け入れたいと願っています。
　大学院の各研究科では、独自に教育と研究の理念・目的を定めて、それぞれの分
野で積極的な活動をおこなっています。その高度で独創的な研究の成果は、わが国
だけでなく国際的にも注目されています。そうした研究は共通して、京都大学らしい
多様な世界観・自然観・人間観に基づく自由な研究であると同時に、学問の基礎を大
切にする研究、ないし基礎そのものを極める研究であります。京都大学は、このよう
な大学の学風や伝統を理解し、自ら課題を設定して探求するための充分な基礎学力
を備えており、専門分野で積極的な研究をおこなう意欲をもった人の入学を期待して
います。

　  専門職大学院課程
　京都大学に設置された専門職大学院は、本学独自の学風と伝統を踏まえながらも、
専門職大学院が目的とする、高度で専門的な知識・能力を備えた専門職業人の養成を
使命として、積極的に教育と研究を進めています。専門職大学院は、それぞれの理念
や教育方針のもとで、独自のカリキュラムを整え、理論と実務をつなぐ実践的な教育
をおこなっており、その入学者選抜にあたっては、優れた資質を有する人を幅広く受
け入れたいと願っています。学士課程の卒業生だけでなく、すでに専門職を経験しさ
らに高い専門的能力を得たいと願う社会人も、積極的に受け入れたいと考えています。

京都大学の
基本理念

京都大学入学者受入れの方針
 （アドミッション・ポリシー）
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現在18研究科、10学部、14附置研究所および多くの教育研究施設を有し、
教員2,800名、大学院生9,200名、学部学生13,500 名が学び、研究を行っている総合大学です。

京都大学は1897年（明治30年）創設

脈々と受け継がれる伝統と英知 写真は京都大学にゆかりのあるノーベル賞受賞者、カッコ内は受賞年

湯川秀樹 博士
（1949 年）

朝永振一郎 博士
（1965 年）

福井謙一 博士
（1981 年）

利根川進 博士
（1987 年）

野依良治 博士
（2001 年）

益川敏英 博士
（2008 年）

小林誠 博士
（2008 年）

山中伸弥 博士
（2012 年）

1897年
［明治30年］

1947年
［昭和22年］

1949年
［昭和22年］

2004年
［平成16年］

京都大学ホームページ

http://www.kyoto-u.ac.jp/ja

　「京都大学学術情報リポジトリ」は京都
大学内で生産された電子的な知的生産物
（学術雑誌掲載論文、学位論文、プレプリント、科学研究費報告書、
COEプログラム研究成果、講義資料・教材、学会発表資料などの学
術情報）を永続的に蓄積し、誰もが無料で読めるようにWeb上で公
開するものです。
　ノーベル物理学賞を受賞された益川敏英京都大学名誉教授の受賞論
文やノーベル生理学・医学賞を受賞された山中伸弥教授の研究グルー
プによるiPS細胞樹立に関する論文の著者原稿も公開されています。

http://repository.kulib.kyoto-u.ac. jp/
dspace/

　京都大学OCWは、学内で実際に利用している講義教材をインター
ネットで公開するプロジェクトです。学内の学生、教職員、他大学の
学生、関連学会の研究者、京都大学を志願する高校生、さらなる学
習を志す社会人など、あらゆる方々に京都大学の講義内容を知って
いただき、門戸を広げることを目的としています。また、世界へ向けて、
京都大学のビジビリティを高め、日本の文化・伝統を発信するため
に日本語で積極的にアピールしていきます。

http://ocw.kyoto-u.ac.jp 

京都大学の教員を知るならこちら！
̶京都大学は個性豊かな研究者の宝庫̶
　京都大学では個性豊かな優れた研究者が数多く教育・研究に携わっ
ています。
　「京都大学教育研究活動データベース」は、本学の研究者の専門分
野、研究業績など教育研究活動に関する情報を広く社会に公開する
ことを目的とした検索システムです。

http://kyouindb.iimc.kyoto-u.ac.jp/view/

京都大学教育研究活動データベース

京都大学学術情報リポジトリ （KURENAI）

京都大学オープンコースウェア（OCW）

京都帝国大学創設 京都帝国大学を
京都大学と改称

新制京都大学設置 国立大学法人京都大学設立

京都大学Facebook
http://www.facebook.com/Kyoto.Univ

edX
　京都大学は、米ハーバード大学とマサチューセッツ工科大学（MIT）
が2012年に設立した非営利の教育機関「edX」（本部 : 米マサチュー
セッツ州ケンブリッジ）に、日本で初めて参入しました。edX は世界
トップレベルの大学の講義をインターネットで無料配信するだけでな
く、オープンソースの教育プラットフォームの開発と大学間ネットワー
クの構築を通じて、オンライン授業とキャンパス授業双方において
「学生たちがどのように学ぶか」を研究し、教育改善に取り組むこと
が特徴です。
　京都大学がedX を通じて提供する講義シリーズは「KyotoUx」と
名付けられ、2014 年から配信を開始しています。

https://www.edx.org/school/kyotoux

公開オンライン講義

フェイスブック

赤﨑勇 博士
(2014 年 )

© Nobel Media AB
Photo: Alexander Mahmoud
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大学院 教育研究施設等学　部

吉田キャンパス

桂キャンパス

宇治キャンパス

附属図書館

文学研究科
教育学研究科
法学研究科
経済学研究科
理学研究科
医学研究科
薬学研究科
工学研究科
農学研究科
人間・環境学研究科
エネルギー科学研究科
アジア・アフリカ地域研究研究科
情報学研究科
生命科学研究科
総合生存学館（思修館）
地球環境学堂・学舎
公共政策連携研究部 /教育部
経営管理研究部 /教育部

総合人間学部
文学部
教育学部
法学部
経済学部

化学研究所
人文科学研究所
再生医科学研究所
エネルギー理工学研究所
生存圏研究所
防災研究所
基礎物理学研究所
ウイルス研究所
経済研究所
数理解析研究所
原子炉実験所
霊長類研究所
東南アジア研究所
iPS細胞研究所

研究所

全学機構
国際高等教育院 
環境安全保健機構
国際交流推進機構
情報環境機構 
図書館機構 
産官学連携本部

事務本部

理学部
医学部
薬学部
工学部
農学部

学術情報メディアセンター 
放射線生物研究センター 
生態学研究センター 
地域研究統合情報センター 
野生動物研究センター
高等教育研究開発推進センター 
総合博物館 
低温物質科学研究センター 
フィールド科学教育研究センター
福井謙一記念研究センター 
こころの未来研究センター 
文化財総合研究センター 
学生総合支援センター 
大学文書館 
アフリカ地域研究資料センター 
男女共同参画推進センター
白眉センター 
学際融合教育研究推進センター
物質̶細胞統合システム拠点

京 都 大 学

　京都大学は京都盆地を取り囲むように位置する3つのキャンパス群を
中心に教育・研究活動を行っています。
吉田キャンパスは1897（明治 30）年に京都帝国大学として創立以来、
京都大学の中枢として今日に至り、教育・研究の拠点となっています。
宇治キャンパスは、自然科学・エネルギー系の研究所からなる最先端テ
クノロジー開発の拠点キャンパスです。
2003（平成15）年に開設された桂キャンパスは、工学・情報学系の大学
院および産学官連携を推進する部門等で構成され、基盤科学技術のイノ
ベーションとそれを推進するための中軸キャンパスとして位置づけられ
ています。

世界的な教育・研究総合大学を目指す３つのキャンパス群

パパス群群パス群パパ

　京都大学の学術研究は全国各所に所在する研究所・附属研究施設等に
よって牽引されています。各施設の所在地については85ページをご参照
ください。

研究所・附属研究施設等位置図

　京都大学の国際戦略「2x by 2020」の方針に基づき、世界各地域のハ
ブ拠点として、研究教育活動の支援、本学教職員・学生の国際化の推進
および広報、社会連携、ネットワーク形成の推進を目的とする全学的な海
外拠点を設置することとしています。2014年には、ドイツ・ハイデルベル
クおよびタイ・バンコクにそれぞれ新たに拠点を開設し、引き続き整備を
進めています。このほか、各部局が独自に設置する、教育・研究活動等
のための海外交流拠点が23カ国47拠点あります。

海外交流拠点
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専門科目特別研究研究特別科目門科専

海外実践教育践教育外実践海外 育教実

国内実践教育内実践教教育国国

総総合学術基盤講講義基盤講講義学総合 講義講義盤講講術基盤合学術総合

国際実践教育国際実践教育教育

プロジェク ベ スラ ニ グプロジェククトベースラーニング

高い高い志と志と倫理倫理観に富み観に富み、高高度な専門知識識知識門な専度 門 ととと
実践実践力を習得力を習得しうしうる資る資質を備え質を え備質質 、国国国国際社社際社会会会
のリの ーダーダーをを目指す人を募集。集募 TOTOOOEFEFFEFL-L-iBiBBiBT8T8TT 000
点以上の英語力を力を標準準標準とすとすとする。るる

学位「学位「京都大学博士京都大大学博士士（（総合学術総総合学学術）」）」を授与を授与、

たまた 学位記は学位記 プにプ グロググラムラムを修を修了し了した旨たた旨を付をを付記記記

特任研究員として特任研究員として
派遣先で活動派遣先で活動

最終審査最終審査
成果報告会成果報告会会

進級審審査進級審審審査

中間審査査査審査中中間 査審査中間中間

５年５年

４年年４年

３年年３年

１年年１ 熟議議熟

・志、自鍛、責任感を重視重視を重任感責鍛志志志志 自鍛自鍛鍛、責任 を
・現地実践力、突破力を重視視重力を突破践地・現現地実実践地 践力、突破破力を
・国際標準の知識と経験経験識と知準・国際標標準準の知知識識 経験
❶ ❶❶尖った強み（確かな専門性）性）専門か尖ったた強み（確かなかな専門 ）
❷❷❷ 論理的思考、創造的思考 論理的的思考、創造的的思考
❸ ❸❸人間力、課題解決力人間力力、課題題解決力力
❹ ❹❹リーダーシップリーダダーシッップ
❺❺❺ 社会性かつ柔軟性ある 社会性性かつ柔柔軟性あある
     幅広い知識    幅広いい知識

3 つの育成方針針成方育つの33つつの育育成方方

目目目目 究目特別研究究別研別研特別特別専門科目科科目専門専門 研究究研研究研目目 究
■ ■夏季季季夏夏 冬冬・冬冬冬冬冬季休業や季 や季季季季 やややや季休業や休業休業季季季季季季 や休日日休休 を実実を実実を実践教教践教教践教 に育にに育に育に育に育にに育にに育に充充充充充充充充充充充
当。当 厳しし厳 履 修履履履 修 カ修 カ履 修履い 履履い 履履 修 リキキリキュララュ ムとムととムとムムと
QualialiQ fyfyinng Exxg E naminamnnn otioatioatiootiooationn をn をnn すがががすががすがが、すが課すがが課すがががすが 複数複数複
指導体制制導体指 とメメと ンタンタ るーに るによるよるーにーにーに るササササポサポサポサポポサポササ ートトートートートーート。。。。。。。。。。

盤ととした研究に研究にした研盤とと合宿型研修施設を基盤盤とを基施設研修宿型合合合宿型 盤と 没没
頭できる環境を整備備整備境をる環でき頭できできる

■■国際機関や企業等での武者修行成果果行成者修の武等で企業関や際機国
等をまとめとめをま等 、、その実力を社会に問ううに問社会力を社の実そ
成果報告審査会を実を実を実査会査会告審果報成 施。施。施 本プラグララグララグ本プ本プ
ムの多様な社会との接点を確保を確保を確保接点接点とのとの社会社会様な様なの多の多ムム

総合学術基盤講義（八思思）（八思講義盤講術基盤合学術総合
本学のトップレベル研究者による専研究者による専門ル研レベップのト本学
知識講義講義知識

高度な知識と語学力の獲得得の獲得学力のと語学知識と度な知高度■ 幅広い高い高幅広い■ 幅 高

提供科目分類分類科目分科目分提供科提供科提提

界界産業界 官界官界官業界産 界

医薬・生薬・生医薬 命命命

情報・環情報・環境境法律・政政法律・法 治治

理 工理 工経済・経経経済 営営

人文・哲哲人文・哲人 学術術芸

語語 学語

２年２年２年２年

熟熟熟議（リーダーシップ育成教育）熟議（リーーダーシッププ育成成教育）熟熟
■ ■世界世界トットップリプリーダーダーのーの熟議熟議によによる使使使命命命
感・感・人間人間力と力とリーーダーダーマイマインドンドの育の育成成成成

省省庁省 へ 企へへ 業へ 研究 関業へ 研究究機関業 へ

合プロジ ク 担当者と て活躍としてして活躍当者クト担ジェクプロ総合合

際機国際機関へへへへ 国内外で起内外で起業

プロジェクトベースラーニングプロジェクトベースラーニニング
４年間の経験と知見を活用し・４年間の経験と知見を活用しし、学学学生自自自
らがプロジェク を立らがプロジェクトを立案案、国内外の関国内外外の関関
係者を巻き込んでプロジェクトを実行係者を巻き込んでプロジェクトを実実行実行
分野横断的・連環的に総合課題を解・分野横断的・連環的に総合課題をを解を解決決決決決
する企する企画画・実行実行力、力、交渉交渉力、力、発進力を発進進力をを
得獲得
■ 外政府機関と連携した地球資源国海外政府機関と連携した地球資源国国
際際際際W際W際 Sの開催Sの開催

■■ との業との協との協働による国際的格業との協働による国際的格格格国内外企業との国内外企業との協との業との協
差是正プロジェクト差是正プロジェクト

■ ョン研ョン研研各国の院生と共にイノベーショ各国の院生と共にイノベーションョション
ズコンテストの開催究シーズコンテストの開催

■国際共同レポートの出版■ 国際共同レポートの出版

国内外連携機関国内外 携国内外連連携機関

））国国内外国内外現国内外現国内外国内外国内外現国内外現
業業業業や行業業一般企業や一般企業や行業や業や行政政政、 スネススコネそしてユそそしてユネネ ややや

JICAJICACA の連携機関と連の 機の連携携機関と関との連連との関関機関等との連関等と関等 連等との機関関など国際機関など国際機ななど国国際機機関 の連連との機関関 ももも
協力協力協力し、しし 実践践実践教育とサービス践教育と践教 サー育と ービスサ スビ践践践実践践実践践厚い実践い実の厚い実践層の厚い層の厚層 い実の厚の厚いい実の厚 実践践
ラーニングの提供ラーニングのの提供供ラ ニラ ニ

る総る総るる総合力の育成る総合力の育成る総るる総る 国際的に通用する総■国際的に通用する■ 国■国 る総る総国■国
■■ ビスービビスービビスラーニングによる社ービビスララーニニンググによよる社社ビスビビスービ外外内外サービス外サービ内外外国内外国内外 ビスービ内外外

国国国際的理解の育成際的理解の育成国会性と国会性と国会会 とと会性と会性会性と国会性 国

※※「京「京都大学大学院思修思修学院学大都大 館」館」プロプロググ

ラムの履履ムのラ 修を希望する場合場合する場希望す修を希修 は、は、平平平

成22成 5年4月年4月5 に新設された大学大学大学れた設された設に新に 院院院「京京「京「

都大学大学院総合生存学館学館存学館合生存総合生院学院総大学大学都 （思（思（思修修修修

館））館 」」（668 ペペ8 ページジー 参照照参 ）にに）に入学するる学する入学

こととこ が必須必須が となっていますすいまってとな 。

世界をリードする教育研究拠点へ

問い合わせ先　●　京都大学大学院総合生存学館（思修館）　http://www.gsais.kyoto-u.ac.jp　

　博士課程教育リーディングプログラムは、優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーへと
導くため、国内外の第一級の教員・学生を結集し、産・学・官の参画を得つつ、専門分野の枠を超えて博士課程前期・後期一貫した世界
に通用する質の保証された学位プログラムを構築・展開する大学院教育の抜本的改革を支援し、最高学府に相応しい大学院の形成を推
進する事業で、平成２３年度からスタートした文部科学省のプログラムです。

ディングプロググラム 優は 優秀な学秀な学生を俯生を俯瞰力瞰力と独創力独創力を備え広く産学官にわたわたりググロ ババルに活活活にルバロデディングププロログググラムムはィ グプデ なな 生生優優ロ ラグプィング な学な学生学学な学学学学はは 優秀ラング ラデ ロデ はディディン ムはグプ

ここでは京都大学から採択された5件のプログラムをご紹介します。
博士課程教育リーディングプログラム

厳しいカリキュラムと愛情豊かな指導による５年一貫リーダー育成プログラム

京都大学大学院思修館
Graduate School of Advanced Leadership Studies
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従来の専門分野を超え、持続可能かつ生存可能な人類社会、
生態系及び地球系の構築に貢献する人材を養成する

グローバル生存学
大学院連携プログラム

　現代の地球社会では、巨大自然災害、突発的人為災害・事故、環境劣化・感染症などの地域環境変動、食料安全保障、
といった危険事象や社会不安がますます拡大しています。本学位プログラムでは、京都大学の 9研究科と 3研究所が
協力することで、「グローバル生存学」という新たな学際領域を開拓し、地球社会・地域社会における安全安心の担
保に寄与できるグローバル人材を養成します。

学位研究究究位研位研学学
（所属研究科科研究所属研（所 ））

博士学位博士学位
論文執論文執筆筆

学位論文研究学位論文研究
調（調査・実験・査・実験・ 析解析）  

5年次55年次次

修士論文修士論文
又は博士予備論又は博士予備論文
研究研究と執と執筆筆

専門科目科目専門専門専
コーーコーコ スワワスワス ークーク

博士課程教育 教育課程博士課博
リーリーディディングング
プロププログラグラグラム  ムム  

「グ「グロローロ バルバルバ
生存学学生存 」」課程 課程課程

研修生や講研修生や講師師としてして参加参加しし 、国際的教国際的教育・討育・討論論 の場の場を経を経を経験験験験

専門的実力専専門専門門的門的実力実力力力
人間的魅力人人間人間的魅力力
社会的俯瞰力社社会会的俯瞰瞰力

ーケース学ス学際・際・融合教育の実践融合教育の実践践

実際の現 で短期/長期実実際の現場場で短期/長期実習を行を行ななう とこと 、で、実践の実践の場を場を経験  経経験

プログラム履修修履修ラムグラプロプ
（本科生）審査査審査査生）審査科生生）（本科生（本

参加するる加する参加
研究科究科究科研研 よりよりより選抜選抜選抜

Qu lifyingngfyinualiQ
ExaminnationonnatamEE onnatamiExxa

最終審査及び最最終審査査及び
学位認定学位認学 認定位認認定

大学 行政 企業大学 行政 企業学、行政、企業大学、行政、企業等と等と等と等との連の連の連の連携携・携携・
国際国際プロプロジェジェクトクトなどなどに参加すに参加す加することでるこる とでることとで、、、
国際経験や実務国際経験や実務国際経験や実務務国際経験や実務国際経験や 務国際経験や実務力を力を力を力を力を力を高める高める高める高める高める高めるる

全体全体体全全
ゼミゼミミミゼゼ

グローローググロ バル生存学存学ル生バル
大学院連携ユニニ携ユ連携学院大大大 ットトッ

教育学研究科、経済学研究科科究科学研経済科、研究育学教
理学研究科、医学研究科究科学研、医究科学研理
工学研究科、農学研究科究科究科学研、農究科学研工
アジジア ア・ア アフアフアフリカカリカ地域研究研究科科科研究科研究科究研研究研域地域研地
情報学研究科、地球環境学舎舎学舎環境地球科、研究報学情
防災研究所、生存圏研究所所研究存圏、生究所災研防
東南南東 アジジア ア研究所所研究ア

害害害
災災災災災
然然然
自自自
大大大大大
巨巨巨

））
波波
津津
・
山山山
火火
・
震震震
地地
・・
害害
災災
水水
・
象象象
気気
端端
極極
（（

故故故
事事事事
・
害害害害
災災災
為為為為
人人人人
的的
発発発
突突

）
力力力
子
原原
・
災
火火火
・
故故
事事
大大
巨巨巨
（

安安
不
会会
社社社
・
動動動
変
境境境
環環
域域
地地地

）
会会
社
齢齢
高高
・
化化化
劣
染染染
汚
境境境
環環
・
症症症
染染
感感感
（

障障
保保
全全
安安
のの
料料
食食食

））
策策
政政
業業
農農
・・
題題
問問問
口口口
人人人人
・・
率率率
給給給給
自自
（（ 自然然自 的・的・的 的社会的現象の現現会的社会的的的現象現象の社社

メカカメ ニズニニズニズニニ ムの理理解解ムの理ム

予予予予知知知・予測に基づく予防科予 学、予測に基づく予防科予 学、
復興科学の知識復復興科学の知識 知と知恵恵恵

人の適応人の適応（医療、（医療、心理心理、
ライフスタイライフスタイルル、 ハリハビリビリ）

、済経応応適の 、済経（ 応適の会社会社
公共政 地地域研究公共政策、地策、地域研究などど） 

災災害・害害・事故や経済危機に的確に対処事故や経済危機に的確に対処し、し、
企業経企業経営を営を安定安定的・的・持続的に持持続的に行え行えるる

企企業業業企業企業企企業業リリリーリリリ ダーダダダダダ企企業業業業業リリリリリリリ ダダダダダダダ

世世世界を股界を股界を股にかにかにかけてけけて活躍する活 す活躍する
国際的な危機管理国際的な危機管理リーリーダーダーー

食食食食食料・資源・料・資源料 資源 エネエネネルギールギギールギ ・
防災などの安全保障政策の防災災などどの安安全保保障政政策のの
決定に指導決決定にに指導導力を力をを発揮する発揮揮するる

域や地域域の国や 域の国や 域の地域域の国や地域国やや地域国や 域や地域域のののリリリリリーーリリリリリリ ダダーダーダダ域や地域域のリリ

社社会・安会・安全シ全システスステ ののム科学分野のムム科学学分野野ののの
アカアカデデミックミッックック・・リーリリーダーダダダー
一一級の研究（一（一一級の研究一級の研究者者者者者者者者・者・ 育教育育教育者）教育育者）育教育育級の研究級の研究者者者者 教教教

新し新しい分野を開拓する起業家い分野を開拓する拓する起業起業家家
新新ビジジネスス ベ（ベンチンチャーャー）） ーリーダーダー

4年次4年次年次3年次

修士論文

2年次2年次年次年次1年

・
力力力
能能能
ののの
へへ
画画画
参参参参
ムムム
ララ
グググ
ロロ
プププ、
有有有有
共共共共

認認
確確
性性性
適

博士課程5年年程5年士課程博士 コーーコースス

又又は又又は又又又は又又又

京都大学博士京都大都大学大学博博士博士士士京都大京都京都都大都大
（総合学術）（総（総総合総合合学術学術）術）

設定設定 たたした ベルに学生が到達レベベルにに学生生が到達したしたたかどかどど かうか、、
厳格かつ客観性の厳格かつ客観性の厳格格かつ客観性のあるあるある評価評価評評価

語英語 よによ 講る講義））

））育））育）育））育）

））））

■平成 26年度履修者
3年次　20 名 ( 教育学 1、経済学 1、理学 1、医学 2、工学 6、農学 1、ｱｼﾞｱ ･ ｱﾌﾘｶ地域 5、情報学 1、地球環境 2)
2 年次　17 名 ( 教育学 1、理学 1、医学 2、工学 2、農学 3、ｱｼﾞｱ ･ ｱﾌﾘｶ地域 6、情報学 2)
1 年次　14 名（教育学 1、理学 1、医学 3、工学 2、農学 1、アジア・アフリカ地域 4、地球環境 2）
■「グローバル生存学」課程と学位研究に専念するための経済支援
受給資格を満たす優秀な履修者に対して月額20万の奨励金 (26年度 41名、3年次17、2年次12、１年次12)と独創的な 
研究活動を行うための経費として年額上限150万円の研究活動経費(26年度46名、3年次18、2年次15、１年次13)を支給

Inter-Graduate School Program for Sustainable Development and Survivable Societies

■■平成 26年度履修者者修度履年26成平平平成成 22 年年度年度履

■■■「グローバル生存学」課程と学位研究に専念するための経済支援支援援済の経めのたする念 支援済の経に専 めのた究に する念研 に専学位 究にと 研学位程と程グ「グローバル生存学 課程

問い合わせ先
●　グローバル生存学大学院連携プログラム　 http://www.gss.sals.kyoto-u.ac.jp/　　
●　京都大学学際融合教育研究センター　グローバル生存学大学院連携ユニット事務室　TEL 075-762-2197

世界をリードする教育研究拠点へ
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　超高齢社会の諸問題を俯瞰して、医療と福祉の統合により地域の中で個々人の生活を支える『総合医療システム』を
構築することを通じて、充実した健康長寿社会の構築に貢献し、更に後続諸外国にそのグローバルモデルを提示するこ
とのできる総合医療開発リーダーを養成します。

総 療 ダ総 療 ダ総 療 ダ総 療 ダ総合医療開発リーダー総合医療開発リーダー

特別研究特別研特別研究究特別研究特 研別 究

研修研修研研修研修研研
病院、高齢者施設病院、高齢者施設齢者施設設設
官公機関官官公機関機関機関
国際機関（認可・政策）国際機関（認可 政策）政策・政可可認際機 ）関関機 可認可可可・可機機関機 政 ）　国

科目科科目目学学学学学学際応用科応際応学際 科学際際応応用用科
インターンシッププップンシッンンシタ ンインタインイイ
海外インターンシッププシップンシッターン外イ海
業インターンターンシシター業　企業インタタン業イ企 ンシシンシッププッ

数理科学学理科数数数数理理科
　基礎数学基基礎数
　シミュレシシミュレレーション概論レ ン概ン概 等等

盤 目目目目目目目盤科科基盤基基盤科盤科科基盤基盤盤基基 科目目目基基盤盤盤

業インタ ン
医療施設医療施設 、官公機関官官公機関関機公機

済学学済学医療経済医療経済学学学学医療経済医療経済経済医
論論論医療経済論療医医医療 論済論論論　医医医医
国際標準化化準際標際 化標準化際標標際標知的財産&国際国際&的的財産&&産&財産&産産産産産&産&国産&国産知的知知知知知的知知　知知知知知知知知知的知知知的知知知知知

協力企業・組織織組織・業企協力協協力力企業 演 習習演 習実習演習習 習習習演演 ・実習・実習演習習演 習習演演演演 ・演演演演演演演演演演演演演演 実実実実

工学　　　　　薬学工工学学　工学 薬学工工学学 医学　　　　　生命科学学科学科命命 学命科科命生 学学科学学医学 生命科学学科学科命命 学命科科命生 学学科科学

豊豊かなかな健康長寿社会の実健康長寿社会の実現現

剖学学解剖解人体解人体人 剖人体解解
学学理学理生理生生生 学生生理理
　　　 等等

学学学ステム学スステム学療・・生療 生活支援シス支援生活支生 シス 学学学ステムスステム療 生療 生活支援支援生活支生 シス 学学ム学支 学学学学　　　　　　　　　　　　　 　 等等等

英英 ebate英 ebateebate英語d英英語d tebateebate英語d英英語d英 eteteeeddede英 ba　 　　　　　　　　　　 等等等

■プログラムの特色
■  履修者：選抜試験（英語、数学、面接など）により、留学生、社会人、出身大学の区別なく選抜（20 名程度／年）。
■   理工学、生物系学部出身者が、医学部卒業生に匹敵する基礎医学と生体知識を習得
■   早期から企業、医療・介護支援など現場の需要についての理解を促す体験研修
■   英語によるディベートとネゴシエーション能力の洗練
■   産業、医療支援臨床など各界講師による、現場の状況に対応できる実践的能力の涵養
■   社会における医療ルールの理解（医療政策、医療経済、医療倫理、知財管理など）
■    企業・国内外研究機関による実践的学修とインターンシップ
■   教育・研究開発と、検証・評価・橋渡し研究の間を循環して体験することによる、多分野を俯瞰し統合する能力の涵養
■   京都大学と協力企業・組織の連携によるインキュベーションセンターで新産業と人材の育成を支援

学　　位： 博士（医学・医科学・人間健康科学・工学・薬科学）＋「充実した健康長寿社会を築く総合医療開発リーダー育成プログラム」 
修了を証す。

活躍の場： 次世代医療機器・支援システムの研究、高齢者に優しい医療機器の開発、健康長寿社会のための施策・立案、医療支
援システムの国際標準化と日本モデルの普及

「総合医療開発リーダー育成」プログラム履修とその出口

受給資格を満たす履修者には履修開始の 4月から奨励金を支給する。

「総合医療開発リーダー育成」プログラム履修とその出口発リーダー育成」プログラム履修とその出口開発開療開療医療合合医総合「

問い合わせ先
●　充実した健康長寿社会を築く総合医療開発リーダー育成プログラム　http://www.lims.kyoto-u.ac.jp/  　　
●　健康長寿社会の総合医療開発ユニット事務室 　E メール：info@lims.kyoto-u.ac.jp

■■プログラムの特色特色の特ムのグラログプ

Training Program of Leaders for  Integrated Medical System for Fruitful Healthy-Longevity Society

L e a d i n g  P r o g r a m

人類未曾有の超高齢社会に対応した総合医療システムを創出する人材を育成する

f d f d d l f f l l h

充実した健康長寿社会を築く
総合医療開発リーダー育成プログラム



産学官連携、国際連携、大学間連携による新しいリーダー育成の枠組み
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　本プログラムでは、異なる領域の専門家の共通言語としての「デザイン学」を教育します。俯瞰力
と独創性を備え、専門領域を超えて協働し、社会のシステムやアーキテクチャを変革できる突出した
専門家（十字型人材：＋Shaped People）を養成します。

Collaborative Graduate Program in Design

世界をリードする教育研究拠点へ

京都大学デザイン学
大学院連携プログラム

問い合わせ先
●　 京都大学デザイン学大学院連携プログラム　 http://www.design.kyoto-u.ac.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　    E メール：contact@design.kyoto-u.ac.jp　　
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霊長類学の蓄積を活かし、学問と実践をつなぐグローバルリーダーを育成する

霊長類学・ワイルドライフ
サイエンス・リーディング大学院
　京都大学の基本目標である地球社会の調和ある発展に向け、現場力、世界を相手に地球社会の未来を 
デザインする能力、ならびに我が国の海外展開に欠かせない俯瞰力と国際性に富むリーダーを養成 します。

問い合わせ先
●　霊長類学・ワイルドライフサイエンス・リーディング大学院　ホームページ   http://www.wildlife-science.org/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E メール  info@wildlife-science.org
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  フェイスブック  https://www.facebook.com/KU.PWS

わせ先わわせせ先先わ

 

ブラジル・国立アマゾン研究所
ギニア・ボッソウ環境研究所
ガーナ・国立大学
ガボン・ムカラバ国立公園
コンゴ・ルオー保護区
コンゴ・カフジビエガ国立公園
ウガンダ・カリンズ森林
タンザニア・マハレ・ウガラ国立公園
インド科学大学
ブータン・ブータン王立大学
中国・雲南省昆明動物研究所
タイ・チラロンコン大学
マレーシア科学大学
マレーシアサバ大学 

１
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

霊長類学・ワイルドライフサイエンス（PWS）・リーディング大学院

カリキュラムの年次ごとのフロー

本プログラムの基盤となる海外フィールドワーク拠点と連携協定の締結先

国際機関・国際NGO等
 の主要職員

博物館・動物園・水族館の
博士学芸員等（キュレーター）

一国アウトリーチ活動 
の実践者

同窓運営組織を創って相互交流・連携と次世代育成を図る

国際性を身につけた実践者の育成カリキュラム
プログラム
運営委員

担当教員

外部評価 
委員会

グローバル 30プログラムでの実績がある 
英語での入試・教育・学位授与

フィールドワーク実習
国内フィールドワーク実習：京大の国内施
設の活用。幸島サル実習・屋久島ゲノム実習・
笹ヶ峰実習 
海外フィールドワーク実習：アマゾン、ボ
ルネオ、アフリカ、雲南などでの合宿、お
よび自主企画実習

国内外連携機関との交流
動物園・博物館日独米英仏伊の先進 6 か国
の連携に加えて、覚書を結んだ生息地国の
主要研究機関を中継地点とした国内外実習
国内実験施設での研修
比較認知科学実習等のラボワークを通して、
こころ・からだ・くらし・ゲノムの広い視野
から人間とそれ以外の動物との関係を学ぶ

野外研究の基礎となる学問の習得
英語による世界標準の講義とセミナー形式の授業を通じ、基盤と
なるラボラトリー技術、および情報収集・情報発信の技術習得

外国語学習
自学自習を支援・現地習
得：指導教員による審査

国際連携 
機関

理学研究科生物科学専攻の
 ８月試験（４月入学）の通常入試

平成 21年から実施済みの春秋入学の 
国際入試 : 外国籍の者だけ受験

野外研究の基礎となる学問の習得
国内実験施設研修

5年次 ３年次 ２年次 4年次  3年次   2年次  1年次  

国内フィールドワーク実習（年次に応じ、フィールドワークにおける役割変化）

海外実習 海外フィールドワーク 海外フィールドワーク・研修

の締結先

博士論文執筆

博士審査

修了審査委員会
によるプログラム
の修了審査結果
を受けて付記の
可否を決定する

カリフォルニア大学サンディエゴ校
シカゴ・リンカーンパーク動物園
ハーバード大学
ケンブリッジ大学
エコルノルマルシュペリエール
マックスプランク進化人類学研究所
イタリア認知科学工学研究所
京都大学ヘッドクオーター

アマゾン・コンゴ・ボルネオの世界３大熱帯林（大きな赤丸）に研究教育拠点をもつ a
b
c
d
e
f
g
h

母語以外の言語（最低ひとつ）習得（必修）・その他の言語習得（強く推奨）
（自学自習を支援・現地習得：指導教員による審査）

カリキュラムの年次ごとのフロームの年次ごとのフローラムュラキカリカ

本プログラムの基盤となる海外フィールドワーク拠点と連携協定の締結先ルド ークワーールィー ク拠外フ 点海外 と連る海 連携協な盤と 定の基盤 の締の 結ラム 先グラロ本プ本本本本本プ の締結先の締結先

霊長類学・ワイルドライフサイエンス（PWS）・リーディング大学院イエサイフサ エンイフ スライ （Pド PWル サイ WS）ワイ （ ・ドワ リー）学・ ーデ類学 ディ長類 ィンデ霊長 ンググ大学院霊長類学 ワイルドルワイワ学類学長類霊 イフサイエンス（PWS） リイエサイフサ エンイフ スライ （PPWWS） リララド ディング大学院デディィンンググ大学院リ

L e a d i n g  P r o g r a m

Leading Graduate Program in Primatology and Wildlife Science
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　「スーパーグローバル大学創成支援事業」は、徹底した国際化と大学改革を断行する大学を重点支援することによ
り、我が国の高等教育の国際競争力を強化することを目的として平成 26 年度から実施された文部科学省の事業です。
京都大学からは「京都大学ジャパンゲートウェイ構想」が採択されました。

●国際高等教育院 附属国際学術言語教育センター（i－ARRC）開設
●学部生全員がTOEFL-ITP複数回受験

学部・言語教育

「国立大学改革強化推進補助金」による
外国人教員100名の雇用

外国人教員

「特色入試」の開発と
実施＋高大連携　

入試改革

京都大学インターナショナルカレッジ
i-CoKU

医学

数理科学

アジア・社会科学

化学

スーパーグローバルコース
（国際共同教育プログラム）

ジョイント／ダブルディグリープログラム
（国際共同学位プログラム）

海外i-CoKU拠点
国際教育アドミニストレー
ター（現地支援）

増設

MOOCs講座の配信開始

配信

国際共著論文
Web of Science
論文の飛躍的増進

増進

世界トップレベル研究者の
「特別招へい教授」任用

任用

スーパージョン万プログラ
ムによる留学・派遣（学内
資金）
国際教育アドミニストレー
ター（留学支援）

拡大

国際認知の学位を取得し世界と競う
トップ研究者として活躍するプログラム修了生

優れた外国人留学生の受け入れ、本学学生の英語力の強化、海外留学者数の増加、英語による講義数など
国際標準指標を2020年までに倍増させる国際戦略（2 x by 2020）

他研究科・学部
からの

チャレンジ履修

関係研究科・専攻
からの

副専攻履修

国際競争力を有する４分野を中心とする大学院の教育改革と国際化により、さらなる教育・研究力の強化へ

スーパーグローバル大学創成支援事業
Top Global University Project

― 研究情報と研究人材が日常的に行き交うワールドプレミアム高等教育ネットワークの構築 ―
京都大学ジャパンゲートウェイ構想は「京大グローバルアカデミー」の理念のもと、戦略的・創造的・継続的な
国際教育プログラムを実施します。徹底的な国際化で、研究情報と研究人材が日常的に行き交うワールドプレミ
アム高等教育ネットワークのハブとなることを目指します。

京都大学ジャパンゲートウェイ構想

　フィールズ賞受賞者等の世界トップレベル大学に所属する国際的評
価の高い研究者を特別招へい教授として雇用し、本学の教員と共同で
学生の研究指導を行うと共に、特別講義などの形で、広い範囲の学生
の教育に従事する。プログラム登録学生は、本学教員と特別招へい教
授の指導の下、本学と当該大学の両方で学位論文に取り組む。これに
より、高い数学の研究能力に加え、十分な語学力と国際的研究ネットワー
クを身につけ、学位論文の成果が直接国際的に周知されることで、学
位取得後直ちに国際舞台で活躍できる機会が得られる。また、国際的
な研究環境の中で切磋琢磨することにより、若手研究者の中から国際
的な受賞などの大きな研究成果も期待できる。学部生対象の講義やセ
ミナーなどのプログラムも用意されており、数学に意欲のある学生は、
早い段階から高いレベルの数学の学修・研究に取り組める。

■ 数理科学分野

　「日本再興戦略」（平成 25 年 6 月 14 日閣議決定）でも重視されて
いる個別化医療開発を推進するため、ゲノム医学領域を中心とする共
同教育・学位プログラム実施を通じて、海外の機関の教員及び学生と
の交流を活性化させ、世界最先端の研究と切磋琢磨できる環境を構築
することにより、我が国発の優れた革新的医療技術の核となる医薬品・
医療機器・再生医療製品の開発を担う国際競争力ある人材を育成し、
国際的ネットワーク構築モデルを示して、本学の国際的評価を高める。

■ 医学分野

　海外連携大学教員による集中講義形式の科目を含め、講義の多くを英語で開講（博
士後期課程については全て）する教育プログラムを設置して、国際スタンダードの
教育を確立し、本学大学院学生の俯瞰力の強化と国際化を図ると共に、質の良い留
学生数の増加を目指す。また、海外連携大学教員と学位論文を共同指導することに
より、学生の国際化のみならず、本学教員の研究・教育力の更なる向上と国際共著
論文数の増加を図るほか、海外提携大学における研究型インターンシップを実施す
ることにより大学院生の研究力・情報発信力の向上を図る。さらに、国際ワークショッ
プや学生が企画運営する国際学生ワークショップを開催し、京大の研究情報の国内
外の研究機関、企業への発信と学生・研究者の国際化能力の更なる向上を目指す。

■ 化学分野

　グローバル・サステイナビリティ研究アジア拠点（AGSS）では、グローバルな視
野をもってアジアと世界の持続的発展に貢献しうる人材を育成するため、プログラ
ム内に6つのモジュールを設け、連携大学等から世界トップレベル研究者を招へい
して教材を開発するとともに、共同実施科目を設定して既存科目と合わせた単位互
換を拡充するなど、体系的教育を実施することで連携大学との共同学位プログラム
を構築する。さらに、アジア研究教育ユニット（KUASU）で取り組んでいる系統講義「京
都で学ぶ日本とアジア」科目群を活用しながら、留学生に向けた多様な履修機会の
確保、学内履修者の裾野の拡大、分野横断的な次世代研究の基盤とする。また、学
部教育の国際化のため、経済学部では英語科目でコース修了を認定する「グローバ
ルコース」を設置し、文学部では「日本語・日本文化」の英語による科目を開講する。

■ アジア・社会科学分野
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工学部

工学研究科

農学研究科

エネルギー科学研究科

情報学研究科

生命科学研究科・医学研究科

地球環境学舎

理学研究科（霊長類研究所）

経営管理大学院

学　部

大学院

地球工学科国際コース*

環境基盤マネジメント国際コース（修士）*

都市地域開発国際コース（修士）*

農学特別コース（修士・博士）*

国際エネルギー科学コース（修士・博士）*

知能情報学専攻国際コース（修士・博士）*

社会情報学専攻国際コース（修士・博士）*

通信情報システム専攻国際コース（修士・博士）*

Global Frontier in Life Science（修士・博士）*

国際環境マネジメントプログラム（修士・博士）*

国際霊長類学・野生動物コース（修士・博士）*

国際プロジェクトマネジメントコース（専門職）*

融合工学コース人間安全保障工学分野（修士・博士）

経済学研究科 東アジア持続的経済発展研究コース（修士・博士）

　2009 年、京都大学は文部科学省により、13 の国際化拠点大学の一つとして採
択されました（国際化拠点整備事業 グローバル 30）。本学では採択にあたり、「京
都大学次世代地球社会リーダー育成プログラム (Kyoto University Programs for 
Future International Leaders K.U.PROFILE: ケーユープロファイル )」を立ち上げ、
英語による学位取得コースを設置しました。
　以下の表は、英語のみで学位が取得できるコースの一覧です。各学部・研究科
等の出願資格、選抜方法、学位の授与等の詳細については、入学を志望する学部・
研究科等事務室へ直接問い合せてください。
　アスタリスク（*）で示したコースは K.U.PROFILE により、設置されたコースです。
これらのコース、及びK.U.PROFILE
の詳細については京都大学国際交
流推進機構 (OPIR) http://www.
opir.kyoto-u.ac.jp/kuprofile/ を
参照してください。

 開設コース一覧（2014 年度）

京都大学 - ベトナム国家大学ハノイ共同事務所
　京都大学－ベトナム国家大学ハノイ共同事務所（Vietnam National 
University, Hanoi-Kyoto University Collaboration Office（VKCO）は、グローバ
ル 30 の一環として、平成 22 年 9 月にベトナム・ハノイ市に開設されました。
　同事務所では、ベトナムと日本の教育事情等に関する情報の収集・発信を
行ったり、ベトナムからの日本留学を促進するため、ベトナム国内での日本
留学説明会やセミナーの開催、また国内の高校・大学への訪問などの活動を
行っています。また他にも、日本の大学およびベトナムの教育事業等に関す
る支援や、日本とベトナムの学術交流推進のための活動も行っています。

地球環境学舎　インターン研修の様子

英語による学位取得コース

ダナン大学で行われた本学主催の留学説明会の様子

農学研究科
農学特別コースでの授業風景

http://www.opir.kyoto-u.ac.jp/kuprofile/
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減災/復旧/復興リーダー育成教育コンソーシアム
5ヶ国7大学

タ　イ
チュラロンコン大学

マレーシア
マラヤ大学

タ　イ
カセサート大学

経営管理教育部・
研究部（文理融合）

工学研究科
安寧の都市ユニット（医工連携）

工学研究科
地球系専攻

防災研究所
（学際部門）

地球環境学舎
（学際部門）

国際交流推進機構

その他全学支援

・国際交流サービスオフィス
・国際交流センター
・高等教育研究開発推進センター

学生派遣 教員派遣

インドネシア
バンドン工科大学

タ　イ
アジア工科大学

ベトナム
ベトナム国家大学

学生派遣 教員派遣学生派遣 教員派遣

学生派遣 教員派遣 学生派遣 教員派遣学生派遣 教員派遣

大学の世界展開力強化事業は、国際的に活躍できるグ
ローバル人材の育成と大学教育のグローバル展開力の
強化を目指し、高等教育の質の保証を図りながら、日本
人学生の海外留学と外国人学生の戦略的受入を行うア
ジア・米国・欧州等の大学との国際教育連携の取組を支
援することを目的として、文部科学省において平成 23
年度から開始された事業です。京都大学から以下 3件
のプログラムが採択されました。

◆ 学生交流プログラム
・ コンソーシアムを形成する ASEAN連携大学（大学間・部局間学術交流協定締結校）との、減災、災害復旧学、災害復興学、
災害リスクマネジメント学に関する協働教育プログラムの開発
・ 協働教育プログラムの実施による大学院生（原則修士課程学生）の相互交流と留学体験の推進

◆ 教員交流プログラム
・ 日本および ASEAN連携大学の若手研究者の相互派遣により、それぞれ海外で教育研究を行える環境の整備

大学の
世界展開力強化事業

ホームページ：http://www.drc.t.kyoto-u.ac.jp/

強靭な国づくりを担う国際人育成のための中核拠点の形成
－災害復興の経験を踏まえて－
構想の目的・概要及び参画組織

世界をリードする教育研究拠点へ

Re-inventing japan project
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グローバルとローカルの複眼的知性と現地感覚を備え、新たな視角から「日本とアジアを再発見」して、その課題解決へ
の提案と実践できる能力を有したリーダーを養成する。
◆ 段階的包括的国際連携モデル
・ 多文化理解交流教育および短期 SEND : 学部段階ではきっかけ、気づき、発見を主たる目的とした複言語教育、多文
化理解交流教育と短期 SENDプログラムを実施
・ 国際連携専門教育および短期・長期 SENDとその準備教育 : 学部 3・4 回生から修士課程を主な対象として、学生・
教員のエクスチェンジ、招聘教員による授業と単位認定などにより、グローバル水準の専門能力を身につけるコー
スワークを提供。長期 SENDのトレーニングとして日本語教育法、「京都で学ぶアジアと日本」科目を履修。
・ 国際連携研究指導および長期 SEND : 大学院では博士論文の国際共同指導を実施すると共に、日本語指導補助、日本・
アジア研究教育等を行う長期 SENDを実施。修了生は、グローバルな視野と現地感覚を備えたアジアのリーダーと
して育成される。

ホームページ：http://www.kuasu.cpier.kyoto-u.ac.jp/

ホームページ：http://www.hsd.cpier.kyoto-u.ac.jp/ja/index.html

「開かれたASEAN+6」による日本再発見
－SENDを核とした国際連携人材育成

「人間の安全保障」開発を目指した
日アセアン双方向人材育成プログラムの構築

AUN：ASEAN University Network、10 カ国 26 大学が加盟。
人 間の安全保障開発連携教育ユニット：医学研究科（社会健康医学系専攻）、農学
研究科、エネルギー科学研究科、アジア・アフリカ地域研究研究科（東南アジ
ア地域研究専攻）、エネルギー理工学研究所、東南アジア研究所、国際交流推進
機構が連携し、「人間の安全保障」開発に関する教育を実施するために形成され
たユニット。

構想の目的・概要及び参画組織

構想の目的・概要及び参画組織

2年課程ダブルディグリープログラム
　 本学で 1年間、AUN 加盟大学で 1年間、修学することに
より、2つの修士学位が取得可能。
　対象研究領域：「パブリックヘルス」
3 年課程ダブルメジャー型ダブルディグリープログラム
　 本学で 2年間、AUN 加盟大学で 1年間、修学することに
より、異なる 2つの修士学位が取得可能。
　対象研究療育：「食糧・水資源」「環境・エネルギー」

Re-inventing japan project

修士課程／
学部 3・4回
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京都大学では、各学問分野の第一線で活躍する多くの研究者が、
日々、独創的・先端的な研究に打ち込んでいます。
ここでは、本学の若手研究者、大学院生による研究の一端をご紹介します。

　「音楽」は私たちの生活にとってとても身近なものです。日々、
何気なく耳にする音楽、ひいては音楽文化は、どのように成立し
て私たちの生活に組み込まれていったのでしょうか？これまでの
「音楽」研究は、バッハやベートーヴェンといった作曲家と彼らの
作品を対象としてきました。しかし音楽は、文学や美術と異なり、
作曲者と聴衆の間に「演奏者」を必要とします。演奏されること
がなければ、音楽は音として存在しないからです。
　私はこの「音楽が鳴り響く場」に注目し、とりわけフランス革
命以降、市民社会のなかで「演奏会」が成立していくプロセスに
ついて研究をすすめてきました。具体的には、世界最古の民間オー
ケストラである、ドイツのライプツィヒ・ゲヴァントハウス管弦楽
団の1781年の第1回演奏会以来の全演奏会記録を調査しています。
交通の要所であるライプツィヒは12世紀から見本市が開かれた商
業都市で、オーケストラ演奏会は、見本市の開催に合わせておこ
なわれた催しでした。商人を中心とした観客には外国人も多かっ
たと想像されます。
　残された史料を丹念に調べると、初期の演奏会は、オペラの模
倣（縮小版）であったことが明らかになりました。これまで音楽
学では、オペラ公演とオーケストラ演奏会は別のものとして認識
されてきたので、両者が初期段階に密接にリンクしていた事実は
驚くべき発見でした。19世紀になると、作曲家や演奏家の移動も
盛んになりました。ところが欧州各都市の演奏会は、それぞれ全
く違う独自のスタイルを作り出し、しかもそれぞれの固有のスタ
イルをとても大切にしていたことが、欧州各地に残るプログラム
記録や新聞記事からわかりつつあります。
　19世紀のヨーロッパ
世界に目配せしつつ、
「音楽」を「享受する側」
から捉える私の研究は、
美学・芸術学に軸足を
置くものですが、歴史
学、社会学等の観点も
組み合わせ、複合的に
音楽文化を追求する総
合大学ならではのもの
だと思っています。

研究最前線

「演奏会」から音楽文化の成立を
解明する

　私たちヒトを含め、生き物の世界は本当に多様にできています。
この多様な世界はどのように生まれ、維持されているのか。私の専
門にしている進化生物学や生態学は、これらの問いに答えるための
学問です。この学問領域の数ある命題のなかで、私はダーウィンを
始祖とする進化生物学の根幹的課題「種の起源」の解明に、生き
物の「左右」という変わった切り口から取り組んでいます。
　カタツムリの殻は、右
か左のどちらかに巻いて
います。巻き方向はカタ
ツムリの種ごとに決まっ
ていて、種内に両方が
いる場合はほぼありませ
ん。なぜなら逆巻き同士
では交尾ができないから
です。仮に両方いたとし
ても、交尾できる相手の少ない側は徐々に数を減らしていくはずな
ので、最終的には元から多数派だった側に統一されてしまうのです。
ですから、両方の種がいるという現実は、少数派として生まれた突
然変異の変わり者が未知のトリックを使ってこの繁殖上の不利を乗
り越えて進化してきたと考えないと、説明できません。
　逆転が進化しにくいこともあり、大昔から右巻きの種のほうが多
数派です。私は、右巻きのカタツムリを捕食するのに適応進化した
動物がいるのではないか、そしてそのせいで左巻きになることが有
利になり、左巻きの種が何度も進化できたのではないかと考えま
した。注目したのはカタツムリばかりを食べるというセダカヘビ科
のヘビたち。長年の研究で、ヘビの歯の数が左右でまったく違うこ
とや襲われても左巻きのカタツムリが生き延びられること、両者の

世界的な分布が見
事に重なっている
ことなどが判明し、
この「右利きのヘ
ビ」仮説はほぼ実
証されました。
　これらの成果は、
論文発表のたびに

新聞等のメディアによって多くの人の耳目に届けられました。学術
への関心を高め、生物多様性のもつ可能性を世間に敷衍できたこ
とを誇りに思っています。しかし、生物の自然史に隠された謎は枚
挙に暇がありません。その中からひとつ、あなたも謎を解き明かし
てみませんか。

「右」と「左」の謎を
解き明かす

白眉センター

細 将貴 助教
白眉センター

小石 かつら 助教

ライプツィヒ・ゲヴァントハ
ウス管弦楽団第 1回演奏会
（1781年 11月 25日）のプロ
グラム表紙、ライプツィヒ市
資料館蔵
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　私は、環境―とくに教育という営みが人間の心の発達にどのよ
うな影響をもたらすのかという点に関心を持ち、教育学部に入学
しました。そして今、人間は生まれてから他者とどのような関係
を築き何を学んでいくのか、それは脳機能の発達にどのように影
響するのかを明らかにする研究に取り組んでいます。心の発達の
科学的解明に向け、私たちがとくに重視している点があります。
それは、個体内に起こる変化のみならず、発達を支える側、つま
り養育者との相互作用という枠組みにおいて心の発達を捉えるこ
とが必須である、という見方です。
　最近、興味深い知見を得ました。養育者は日常的なやりとりの
中で、乳児の身体に触れながら語り掛けるという特殊なはたらき
かけを行います。こうした経験が、養育する側の脳のはたらきに
どのような影響をもたらすのかを調べてみました。母親と養育経
験のない女性に、「触覚刺激（やわらかい布等）」に触れてもらい、
続いて「触覚語（ふわふわ等）」を聞いてもらいました。触覚語に
は、２通りの条件を設けました。ひとつは、「赤ちゃん向けことば（乳
児向けの特別な抑揚を含んだ音声語）」かどうか、もうひとつは触
覚刺激の手触り感覚と触覚語が合っているかどうかです。触覚語
を聴いたときの脳活動を調べたところ、母親では、最初に触れた
刺激とそれを表現する触覚語が一致していたかどうかに敏感であ
ること、それは赤ちゃん向けことばで表現された場合に顕著であ
ることがわかりました。さらに、日常的に子どもに触覚語をよく使
うと回答した母親ほど脳活動が明瞭であったことから、養育経験
が成人の脳のはたらきに影響することが明らかとなりました。
　私たちは、基礎研究の知見を蓄積し、科学的証拠に基づく養育
行動の正しい理解を社会に伝える努力を続けています。養育者の

心身にとって真に適切な支援
システムの開発も視野に入れ、
今後も発達科学の進展に貢献
していきたいと思っています。

心の働きが成り立つ道すじを
解き明かす

―「発達科学」という学問

　燃料電池は水素と空気中の酸素を反応させ電気エネルギーを取
り出す発電装置です。排ガスに水しか含まれずクリーンであり、発
電効率が高いため自動車用動力などとして用いられます。燃料電池
には反応触媒として高性能な白金ナノ粒子が使われます。しかし白
金は値段が高く、世界での埋蔵量も限られているので、今後燃料
電池を普及していくために触媒の白金使用量を現在の1/10まで減
らさなければなりません。
　そこで、次に挙げる2つのことを達成する必要があります。1つ
目は触媒に使われる白金を最大限有効利用すること、2つ目は触媒
の活性を最大限高めることです。それら2つを達成するため、私
はパラジウムナノ粒子の表面に白金原子を1原子層析出させた、コ
アシェル触媒に着目しました。反応が起こる部分は触媒の表面のみ
であるので、表面にだけ白金を使うコアシェル触媒は白金を100％
有効利用することができる触媒と言えます。そこでそのコアシェル
触媒の活性を最大限高めることが必要になります。しかし、コアシェ
ル触媒について活性を支配する因子が解明されておらず、最大活
性を示すコアシェル触媒の設計指針を構築することができないと
いう問題がありました。
　その問題を受け、私はコアシェル触媒の活性を支配する因子の
解明に取り組みました。様々な条件でコアシェル触媒を作製し、活
性、白金原子間距離をそれぞれ測定した結果、コアシェル触媒の
活性が白金原子間距離に規則性をもって依存することがわかり、コ
アシェル触媒の活性を支配する因子が白金原子間距離であると解
明することに成功しました。その結果、最大活性を示す白金原子間
距離の存在が示唆され、最大活性を示すコアシェル触媒の設計指
針を構築することにも成功しました。現在、その最適白金原子間距
離をもった、白金使用量低減1/20が可能となる新規コアシェル触
媒の開発を目指して研究を進めています。
　私は京都大学大学院で自分でも信じられないほど多くのことを学
び、自身が大きく成長できたと感じています。
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